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活動報告 

【沖縄県】 

 第 20 回日本プライマリ・ケア連合学会九州支部総会・学術大会のお知らせ 

 第 20 回日本プライマリ・ケア連合学会九州支部総会・学術大会を下記日程にて開催いたします。 

 皆様のご参加をお持ち申し上げます。 

 

第 20 回日本プライマリ・ケア連合学会九州支部総会・学術集会 

日 時：2026 年 1 月 31 日（土）、2 月 1 日（日） 

場 所：沖縄県医師会館 

          沖縄県南風原町字新川 218‐9 

テーマ：超高齢者社会におけるプライマリ・ケアのニーズを探る 

        ～多職種でつなぐ未来～ 

       学術大会ホームページ URL：https://primarycare20.jp/ 

        

 

【熊本県】 

日本プライマリ・ケア連合学会 熊本県支部      文責 世話人 後藤 慶次 

＜活動報告＞ 

・専攻医向け勉強会開催 

  2025 年 10 月 14 日１９時～（オンライン開催） 

  テーマ EBM 

  参加人数 専攻医 2 名 指導医 4 名 合計 6 人で開催。 

  内容；EBM についてショートレクチャーとどのように論文検索してどう評価していくか、実践

で患者に応用できるかなど話が出来た。 

・第 3 回 JPCA 熊本県支部 世話人会（オンライン開催） 

2025 年 10 月 28 日 19：00～20：00  

参加者（敬称略・あ順）： 緒方 小林 佐藤 澤田 田浦 髙栁 田中 福原 宮原  

１．2025 年度 JPCA 熊本県支部 講習会・総会 開催準備について検討 

２．看護学ワークショップ 開催準備について  

   ２０２５年度 本部持ちで継続 熊本開催で検討中 
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３．講習会等 JPCA 熊本県支部からの情報案内（メール）の希望者リスト 

４．ニュースレターについて 

九州支部からの依頼がきたらメーリングリストに共有 

持ち回り制で対応 あ順  

５．その他 

（１）第 20 回 JPCA 九州支部総会・学術大会＠沖縄 ２０２６年１月３１日・２月１日  

（２）九州支部 多職種協働委員会活動   

   第 20 回 JPCA 九州支部総会・学術大会にて多職種参加できるキャリア Café を企画 

（３）熊本大学医学部医学科 臨床推論サークル 医灯会 結成 

   九州内の各大学にある PC 関連サークルが参加するメーリングリストにも参加  

（４）次回 世話人会 202６年 1 月 2７日（火） 19 時～  

     ＊4 月・7 月・10 月・1 月 第 4 週火曜日 19 時 

・2025 年度 JPCA 熊本県支部 講習会・総会 開催 

 11 月 16 日（日）市民会館シアーズホーム夢ホール 第 5.6 会議室 14:00～16:30 

講習会 

① 「強心剤が必要な慢性心不全の高齢者を多職種で在宅ケアする取り組み」 

訪問看護ステーション いきいきらいふ看護師 大坪 しのぶ（敬称略） 

② 「島民の暮らしを守る離島医療～総合診療医の挑戦～」 

下甑手打診療所 室原 誉怜(敬称略) 

 

熊本県支部総会 

講習会・総会に 50 名を超える参加があった。 

2024 年度決算報告、2025 年度支部活動計画・活動報告 

1. 年 1 回の講習会・総会の開催 

2. プライマリ・ケア専門研修に関連する勉強会の開催 

o 総合診療専門研修医 

o 在宅医療専門研修医 

o 家庭医療専門研修医 

を対象とした勉強会等 

3. 看護師認定事業（看護学ワークショップ）の開催 

o 2024 年度：熊本で全国初の地方開催 

o 2025 年度：2 月の日曜日に開催予定（講師と調整中） 

4. 熊本県独自コミュニティ（KP リスト）の運用 

o 登録者 13 名 

o 今後も情報発信と交流の場として活用 

5. 幹事会の開催（年 4 回） 
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講習会・総会の模様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大分県】 

大分県プライマリ・ケア講習会報告書 

大分県支部世話人 多田貴彦 

2025 年 11 月 13 日（木）、大分県薬剤師会館にて第２回大分県プライマリ・ケア講習会を開催い

たしました。講師には株式会社なの花九州 さくら薬局吉塚 2000 年通り店の椛田昇治先生をお迎え

し、大分県内におけるプライマリ・ケア薬剤師の認知度向上を目的として対象を薬剤師に限定して実

施いたしました。ZOOM を含め、計 83 名のご参加をいただきました。 

「薬局薬剤師の為のプライマリ・ケア領域研修～知らないから知るへの一歩～」というテーマで、見

学実習先の指導医からご教示いただいた TOP-Q と、プライマリ・ケア認定薬剤師の研修過程で学ば

れた睡眠衛生指導について、実際の経験をもとにアンケートを取り入れた受講者参加型の形でご紹介

いただきました。 

TOP-Q は全行程 2～3 分以内で行える、2 項目の問診（時事計算・誕生日記憶、山口式キツネ・ハ

ト模倣テスト）と 3 つの観察点（振り向き徴候、ハンド・バレー徴候、回内・回外運動徴候）に着目

したスクリーニング手法です。椛田先生はこれらを実演を交えながら非常にわかりやすく解説してく

ださいました。また、見学実習の際に指導医から「TOP-Q は認知症を確定診断する検査ではないた

め、主治医や多職種との連携が重要である」と教わり、日頃の業務でもその言葉を大切にしてこられ

たとのお話が印象的でした。 

睡眠衛生指導については、「保険診療として点数化されていない」「人手と時間がかかる」「睡眠医

療の知識があれば薬剤師でも可能」という特徴を踏まえたうえで、椛田先生が主治医と連携しながら

実際に小児の保護者へ実施された事例をご紹介いただきました。質問票を提示しながら、「規則正し

い生活」「朝・昼間の活動」「寝る前のリラックスと眠りへの準備」「就床時刻のこだわり」「眠る
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環境」といった項目に焦点を当て、カフェイン摂取や入浴温度など具体的な生活改善のポイントを示

しながら学ぶことができました。 

各事例の後には、ポートフォリオとケースレポート（症例検討）の相違点が整理された説明が加えら

れ、認定薬剤師として求められる記録と振り返りの方法を具体的に理解することができました。さら

に椛田先生ご自身の体験を ACCCA の概念に基づいて振り返る場面も示され、プライマリ・ケアの理

念を実際の症例にどのように適用して評価するのか、その実践的なイメージを持つことができました。

これらの内容は非常に分かりやすく、受講者にとって自身の業務へどのように活かすかを考えるうえ

でも大変有意義であったと感じました。 

最後になりますが、本講習会を通じて大分県内におけるプライマリ・ケア認定薬剤師の機運がさらに

高まり、地域医療における薬剤師の役割が一層広がっていくことを心より期待し、本報告とさせてい

ただきます。 

 

 

 

 

 

 

【長崎県】 

長崎県支部会活動報告 

 

1. 2026 年度・2027 年度役員改選の実施について 

2026 年度・2027 年度の役員改選を実施いたしましたのでご報告いたします。 

 2026 年 1 月 24 日(土)開催予定の「第 13 回学術集会・講演会」にて行われる総会で

の承認後、 

新体制のもと、活動を開始する運びとなっております。 

2. 2026 年度日本プライマリ・ケア連合学会 長崎県支部会 

「第 13 回学術集会・講演会」ならびに、「第 14 回ポートフォリオ研修会」開催のご案内 

「第 13 回学術集会・講演会」 

日 時：2026 年 1 月 24 日(土)13：30~17：45 

場 所：長崎大学医学部構内（長崎市坂本 1-12-4）「医学部記念講堂・ポンぺ会館」 

    ※受付場所/医学部記念講堂 開場時間/13：00 

参加費：1,000 円 

（但し、医師・歯科医師・薬剤師：2,000 円、学生及び資格取得 2 年目まで：無料） 

《プログラム》 
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① 特別講演（13：30~15：00）医学部記念講堂 

講師：前田 隆浩 先生 

     長崎大学病院 総合診療科 教授/ 

     長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 離島・へき地医療学講座 離島医療研究所 

教授/ 

日本プライマリ・ケア連合学会 長崎県支部会 会長 

    演題：「地域に根差した医療への挑戦 ~地域と大学の共創を支えに~」 

    座長：藤井 卓 先生 

       藤井外科医院 院長/ 

       日本プライマリ・ケア連合学会 長崎県支部会 副会長 

② ポスターセッション（15：15~16：45）ポンぺ会館 

③ 総会・表彰式（17：00~17：45）医学部記念講堂 

 

「第 14 回ポートフォリオ研修会」合同開催 

日 時：2026 年 1 月 24 日(土)9：00~12：30 

場 所：長崎大学医学部構内（長崎市坂本 1-12-4）「セミナー室」 

※別途、ポスター添付いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日 時 2026年1月24日(土) 13:30～15:00
場 所 長崎大学医学部 記念講堂（長崎市坂本1-12-4）

特別講演のみのご参加は参加費無料
事前申込み不要

演題『地域に根ざした医療への挑戦

～地域と大学の共創を支えに～』

座長 藤井 卓 先生

長崎大学病院総合診療科 教授/
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
離島・へき地医療学講座 教授/
日本プライマリ・ケア連合学会
長崎県支部会 会長

【お問合せ】
日本プライマリ・ケア連合学会 長崎県支部会
（長崎大学病院 総合診療科内 担当：重村）
TEL：095-819-7591 FAX：095-819-7372
E-Mail：pcn-office@ml.nagasaki-u.ac.jp

主 催：日本プライマリ・ケア連合学会 長崎県支部会
後 援：長崎市医師会

（日本医師会生涯教育講座「地域医療」1.5単位付与）

日本プライマリ・ケア連合学会 長崎県支部会

第１３回学術集会・講演会

藤井外科医院 院長/
日本プライマリ・ケア連合学会
長崎県支部会 副会長

講師 前田 隆浩 先生特別講演
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【福岡県】 

文責 福岡県支部長 本村 和久 

福岡県支部では、例年教育セミナーを開催していますが、今回は ACP および DNAR に関する理

解を深め、多職種連携を強化することを目的として、2025 年 10 月 25 日（土）に秋季オンライン

セミナーを開催し、当日は 70 名の参加がありました。 

基調講演では、北九州市健康危機管理アドバイザーの伊藤重彦先生より、「地域包括ケア社会における

緊急走行しない緩やかな救急搬送システム」や「医療・介護の連携強化と施設・在宅における ACP 

の取組促進」に関する研究成果、さらには各種協議会での取りまとめを通じて得られた多くの知見を

ご講話いただきました。 

続く救急分野の合同セッションでは、福岡市消防局の中村仁美先生と大木哲郎先生から、DNAR 指

示が曖昧なまま救急隊が出動した事例や、現場対応が困難となったケースが紹介されました。また、

福岡大学病院の喜多村泰輔先生からは、福岡市内での DNAR 意思表示の取り組みや、救急搬送時に

おける情報共有体制の課題が示されました。救急側と医療側の双方の視点が示されたことで、参加者

からは「連携の必要性が具体的に理解できた」との声が多く寄せられました。 

後半の在宅看取りセッションでは、在宅看護センター・ミモザの長澤祐子先生より、本人と家族が納

得できる看取りのために必要なコミュニケーション支援についてご講演いただきました。続いて、頴

田病院の西尾裕樹先生から、急変時の対応方針の事前整理や、在宅医として準備しておくべきポイン

トが紹介され、在宅医療の現場に直結する有用な内容となりました。 

最後のクロストークでは、ACP・DNAR に関する多職種間の課題と今後の方向性について活発な意

見交換が行われました。参加者からは「現場の実情と課題が整理できた」「今後の実践に活かしたい」

といった感想が寄せられ、学びの多いセミナーとなりました。 

今後も、皆様のご支援をいただきながら、福岡県支部として実り多い企画を継続して実施していきた

いと考えております。 

 

【鹿児島支部】 

(1)第 83 回鹿児島地域医療教育講演会 

日時：令和 7 年 12 月 4 日（木）18:00~19:00 

場所：鹿児島大学医学部 第３講義室 

主催：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 

   鹿児島大学医学部 

   鹿児島県保健福祉部 医師・看護人材課 

共催：日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島支部会 

後援：鹿児島県医師会 

演題： 「毒蛇なのに人気者 奄美のハブ」 

    元東京大学医科学研究所奄美病害動物研究施設 准教授/農学博士 服部 正策 先生 

参加者：41 名 

 

(2)第 16 回地域医療シンポジウム in 奄美 

日時：令和 7 年 12 月 5 日（金）19:00~20:30 

場所：大島郡医師会館 

主催：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 地域医療学分野/離島へき地医療人育成センター 

   鹿児島大学医学部 
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共催：日本プライマリ・ケア連合学会鹿児島支部会 

後援：鹿児島県医師会、大島郡医師会 

演題： 「毒蛇なのに人気者 奄美のハブ」 

    元東京大学医科学研究所奄美病害動物研究施設 准教授/農学博士 服部 正策 先生 

参加者：28 名 

 

【佐賀県】 

日本プライマリ・ケア連合学会 佐賀県支部 活動報告 

1． 佐賀県支部会員数 

医師：36 名 薬剤師：1 名 その他：3 名  計：40 名（令和 7 年 12 月現在） 

 

２．活動報告 

会名称/日程 内容 参加人数 

佐賀県支部 

第 10 回学術集会 

 

2025年１１月22日(土) 

（ハイブリッド開催） 

シンポジウム 

「医療現場と医学教育におけるAI

活用の進展と課題」 

座長：多胡 雅毅 

（佐賀大学医学部附属病院 総合診療部） 

演者：髙橋 宏瑞  

（順天堂大学医学部 総合診療科） 

「AI 患者 MIRA が描く、医師育成の 

新しい未来」 

織田 良正  

（社会医療法人 祐愛会織田病院） 

「AI 時代の地域医療戦略」 

ディスカッサント： 

佐々木 陽典 

(東邦大学医学部  

総合診療・救急医学講座（大森）) 

１０２名 

 

診断推論戦略セッション 

「症例検討から学ぶ診断推論戦略

by JUGLER（特別編 10）」 

座長：多胡 雅毅 

（佐賀大学医学部附属病院 総合診療部） 

司会：鋪野 紀好 

(千葉大学医学部附属病院 総合診療科） 

ディスカッサント： 

志水 太郎 (獨協大学 総合診療医学) 

佐々木 陽典 

(東邦大学医学部  

総合診療・救急医学講座（大森）)  

髙橋 宏瑞 

(順天堂大学医学部 総合診療科) 

プレゼンター： 

花田 嵩史 

（佐賀大学医学部附属病院 総合診療部） 

指導医・レクチャー： 

大石 透 

（佐賀大学医学部附属病院 総合診療部） 
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 学生企画（現地開催のみ） 

「総合診療医からの挑戦状-君は、

どこまで真実にたどり着ける

か？」 

グループでの診断推論 

山下 駿  

（佐賀大学医学部 地域医療科学教育研究センタ

ー） 

德島 緑    

（佐賀大学医学部附属病院 医師育成・定着支援

センター） 

八板 静香   

（佐賀大学医学部 地域医療科学教育研究センタ

ー） 
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【佐賀県支部第 10 回学術集会 開催報告】 

日本プライマリ・ケア連合学会 九州ブロック佐賀県支部 第 10 回学術集会をハイブリッド方式で開催いたしました。 

今回の学術集会では、プライマリ・ケアの未来を見据えた多彩な企画を実施しました。 

◆シンポジウム 「医療・医学教育における AI 活用の進展と課題」 

急速に進化する生成 AI は、診療・教育の現場において重要な役割を担い始めています。本シンポジウムでは、順天堂大

学の髙橋宏瑞先生、織田病院の織田良正先生にご登壇いただき、AI を活用した最新の研究成果や実践例をご紹介いただき

ました。さらに、医療・医学教育への AI 導入の可能性と課題について、活発な議論を行いました。 

◆診断推論戦略セッション 「症例検討から学ぶ診断推論戦略 by JUGLER（特別編 10）」 

恒例の人気企画では、佐賀大学医学部附属病院 総合診療部の若手医師が診断推論のエキスパートに挑戦しました。今回

は花田嵩史先生がプレゼンター、大石透先生が指導医として登壇し、臨床現場での推論力を深める実践的なセッションと

なりました。 

◆学生セッション 

未来の医療を担う学生の皆さんにも診断推論に挑戦していただき、学びと成長の場を提供しました。 

本学術集会は、プライマリ・ケアの発展に向けて、診療・教育・研究の新たな可能性を共有する貴重な機会となりました。 
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